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【研究テーマ】  
1. α,α-ジ置換アミノ酸の設計・合成とそのペプチドのコンフォメーションに関する研究 
2. 生体分子を模倣した機能性ペプチドの設計と創薬ツールへの応用 
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【学会発表】  
A 国際学会  
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Biomaterials Science 2011, Tsukuba, March 15-18, (2011). 
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【研究費取得状況】  



1. 多機能性高分子ナノミセル型遺伝子ベクターを用いた血管疾患の遺伝子治療法の開
発；日本学術振興会科学研究費 若手研究(A) 

2. 非タンパク質構成アミノ酸を用いた新規膜透過性ペプチドの開発；長崎大学 高度化推
進経費 若手研究者への研究支援事業 

3. DDS材料を目指した人工ペプチドの開発；テルモ科学技術振興財団 一般研究助成 
4. 薬物送達素子として機能する人工ペプチドの創成；有機合成化学協会 研究企画賞 
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 （欧文） 0編 （邦文） 1編 
紀要	
 	
 （欧文） 18編 （邦文） 10編 
特許 6件 


